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講演会 2025.6.7（土） 「宇宙の天気とその周辺」 報告 

 講師：NICT＊ 宇宙環境研究所 齊藤慎司さん ＊国立研究開発法人情報通信研究機構 

 会場：小平市中央図書館 視聴覚室 

「宇宙天気」耳慣れない言葉ですが、宇宙で起こる現象が私たちの生活にさまざまな影響を及ぼすこ

とがあり、それを「天気」に例え、情報を発信することが「宇宙天気予報」です。 

宇宙天気は、太陽活動と密接な関係があります。そこで、主に太

陽を起源とする５つの宇宙天気現象の紹介がありました。「太陽フレ

ア」「太陽風」「コロナ質量放出（CME）」「磁気嵐」「オーロラ」です。

初めて聞く言葉もありますが、「太陽フレア」は太陽表面で起こる爆

発的現象で「雷」に例えるとイメージしやすくなります。同様に、

「太陽風」は「風」、「コロナ質量放出」は「台風」、「磁気嵐」は「大

雨」、「オーロラ」は「虹」に例えられます。 

２０２４年５月には、日本でもオーロラが観測され話題になりま

した。この時、大きな太陽フレアが５月２日から１６日の２週間で１９個発生し、太陽風の速度はいつも

の２倍くらいになりました。 

地球は２つのバリア「磁場バリア」と「大気バリア」で守られているので、普段は大丈夫ですが、これ

らのバリアをすり抜けるような活発な太陽活動があると、大きな影響を受けることがあります。 

２０２２年２月、磁気嵐の影響で、スペース X 社のスターリンク衛星４０機が喪失しました。２０１

７年９月には連続的なフレアが発生し短波通信が途絶する現象が複数回起こり、当時、カリブ海で発生

したハリケーンの緊急災害対応に支障が生じました。 

２０１２年１月には、太陽フレアに伴う放射線増大により、極域での通信途絶、被爆レベル増加が懸念

され、航空機の飛行ルートを変更する措置がとられました。１９８９年３月には、過去５０年で最大級の
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強い磁気嵐に伴う誘導電流のため、ニュージャージー州の発電所のトランスが焼損、カナダで約９時間

の停電が起きました。 

記録に残る過去最大の太陽フレアは、１８５９年９月の「キャリントンフレア」（太陽黒点を観測中に

この現象に遭遇した研究者にちなんで名づけられました）。当時はモールス符号による電信や電報の時代、

電報用紙が自然発火したという記録があります。もし、今の時代にキャリントン級のフレアが発生した

ら、スマホが使えなくなったり、GPS が狂ったり、自動運転で事故が起きたり、大変なことになりそう

です。東日本大震災に匹敵する経済損失が出るという試算もあります。 

宇宙天気は「文明進化型の災害」を引き起こすといえます。宇宙天気予報は社会インフラに対するリス

クを把握するために重要です。 

NICT では、１９８８年以来、業務の一環として宇宙天気予報を継続的に発信し、多くのユーザーが利

用しています。 

６月１４日付日本経済新聞の夕刊で「太陽の南極 撮影に成功」という記事がありました。欧州宇宙機

構（ESA）の太陽探査機「ソーラーオービター」が地球からは見えない太陽の南極の撮影に初めて成功し

たそうです。さまざまな角度から太陽を観察することで「宇宙天気予報」の高度化に役立つと期待されて

いるようです。 

この分野の研究に、ますます注目していきたいと思います。 （白井由美） 

 

文 学 散 歩 2025.6.22（日） 「印刷博物館」 

―「本」に欠かせない印刷の知識を学ぶ ― 

 

場所：印刷博物館（東京都文京区水道 1-3-3 TOPPAN小石川本社ビル内） 

内容：印刷工房見学・活版印刷体験（10:10～10:50） 

 館内案内（10:50～11:20） 

 常設展および特別展「黒の芸術」自由見学（～12:30頃） 

入館料：一般 1,000円（70歳以上は無料） 参加者：９名 【右写真】 

 

【見学報告】 

文京区にある「印刷博物館（Printing Museum, 

Tokyo）」を訪ねました。TOPPAN ホールディング

ス（旧・凸版印刷）が創立 100周年を記念して 2000

年に開設し、近年リニューアルされた文化施設で

す。TOPPAN 本社ビル内にあり、建物の静かな佇

まいにふさわしい落ち着いた雰囲気に包まれて

いました。 

はじめに印刷工房を訪れ、鉛の活字を組み、イ

ンキを使って紙に文字を刷る活版印刷の体験を

行いました。今回は「コースター」への印刷で、

活字の構造や印刷工程の基本を実感できる貴重

な機会となりました。 

常設展示では、木版から活版、オフセット、デ

ジタル印刷に至るまでの技術の変遷が、実物の印

刷機や映像、資料を通じて視覚的かつ系統的に紹

介されています。各時代の技術的特徴だけでなく、

その背景にある社会的・文化的文脈にも触れられ

ており、印刷が果たしてきた役割を多面的に理解

できる構成となっています。 

訪問時に開催されていた企画展「黒の芸術（The 

Black Art）」では、15世紀のドイツ・マインツでヨ

ハネス・グーテンベルクが確立した活版印刷の起

源とその影響が紹介されていました。復元された

印刷機や『グーテンベルク聖書』の複製、当時の

図像資料を通して、宗教改革や知識の普及、出版

文化の発展に果たした印刷技術の意義がわかり

やすく展示されていました。 

見学後は神楽坂に移動し、「京の鳥どころ 八起

庵」で親子丼をいただきました。タモリ氏や山中

伸弥教授も訪れたという、落ち着いた雰囲気の京

風料理店で、食後は机を囲んで歓談し、自由解散

となりました。私は、飯田橋駅から総武線に乗車

し帰途につきました。神楽坂の街では、海外から

の観光客の姿も多く見られ、国際的な賑わいを感

じました。 
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【見学を通じて印象に残ったこと】 

■文字サイズの単位「ポイント（P）」について 

Word などで使用される「1ポイント（P）」は、

1インチ（25.4ミリメートル）の 72分の 1に相当

し、およそ 0.353 ミリメートルです。たとえば、

10.5 ポイントは約 3.70 ミリに相当します。この

単位は、文字そのものの大きさというよりも、文

字を収める仮想的な枠（フォントサイズ）の高さ

を表すものとされています。 

■作家・京極夏彦氏が 2025 年 4 月 1 日付で印刷

博物館の第 4代館長に就任 

京極氏は作品の内容にとどまらず、印刷された

本の形態やレイアウトにも細やかな注意を払い、

文字の配置や改ページの位置にまで意識を行き

届かせて執筆していることで知られています。 

■日本の印刷史の起点「百万塔陀羅尼」 

奈良時代に制作された「百万塔陀羅尼」は、世

界最古級の印刷物とされ、百万基の木製の塔に収

められた仏教の経文（陀羅尼）です。現存する約

4,000 点のうち、100 点以上が国宝に指定されて

おり、その一部を印刷博物館が所蔵しています。 

■ドイツの印刷職人の伝統行事について 

ドイツ・マインツでは、印刷職人が修業期間を

終えて一人前と認められると、祝福の儀式として

水槽に浸けられる伝統行事があります。これは、

鉛やインクを洗い流し、新たな門出を象徴する意

味があるそうです。紹介映像では、多くの若い女

性職人たちが浸けられていました。 

■ブラックレター（Blackletter）について 

ブラックレターは、中世ヨーロッパに広まった

アルファベットの書体で、ドイツでは「フラク

トゥール」とも呼ばれ、20世紀初頭まで広く使用

されました。英語圏では「ゴシック・スクリプト」

とも称され、日本でも昭和期のピアノ教則本『バ

イエル』などに使用例が見られます。「亀の子文字」

という愛称で呼ばれることもあります。 

■その他の展示例 

徳川家康が「活字人間」として知られること、蔦

谷重三郎の出版活動、浮世絵版画の隆盛、さらに

はガウスの著書『天体運行論』における美しい数

式の印刷表現など、印刷が政治・文化・学問の発

展に果たしてきた役割の大きさを実感させる展

示が数多くあり、印象に残りました。 

（加本 実） 

学 習 会 報 告  
 

Ｙ Ａ を 楽 し む 会  
 
ジェイン・オースティンのファンが集まってそ

の作品についておしゃべりをする「ジェイン・

オースティンの読書会」という映画があります。

こんな読者会に参加したいとずっと思っていま

した。たまたまネットで検索していたら、小平図

書館の読書会を発見。ＹＡ（ヤングアダルト）は

好きなジャンルですし、おまけに次回例会の課題

図書が私の熱愛する『ライオンと魔女』と知り、

これはチャンスとばかりに例会にお邪魔したの

が１年ちょっと前のこと。以来、メンバーに加え

ていただいて読書会を楽しんでいます。 

毎月２冊の課題図書を読んで来て、気ままにお

しゃべりをします。映画ではジェイン・オース

ティン限定でしたが、この会ではいつも自分の好

きな本というわけにはいきません。でもだからこ

そ、自分では手に取らないようなもの、苦手意識

があったり、馴染みのないタイプの本を読むこと

ができ、読書の世界を広げることができます。例

えば、韓国のＹＡ文学は私にとって新しい発見で

した。 

２冊を読むというのは結構大変でもあるので

すが、たとえ読めないまま参加しても大丈夫。読

んだ人の話を聞くだけでも楽しいし、興味が湧く

こともあります。ゆるーい集まりですので、どう

ぞ気軽にのぞいてみてください。 （宮崎真紀子） 

― 2025年 5月～10月のテキスト ― 

■5月 23日(金) 

『魔法のルビーの指輪』 

イヴォンヌ・マッグローリー／朔北社 

絵本『彼の手は語りつぐ』 

パトリシア・ポラッコ／あすなろ書房 

■6月 27日(金) 

『アーモンド』ソン・ウォンピョン／祥伝社 

『宇宙食になったサバ缶』小坂康之／小学館 

■7月 25日(金) 

『いえ』小野寺史宜／祥伝社 
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絵本『琉球という国があった』上里隆史 

一ノ関圭(イラスト) 富山義則(写真) 

福音館書店 

■9月 26日(金) 

『ガリバー旅行記』ジョナサン・スウィフト 

朝日新聞出版 

■10月 24日(金) 

『クローバー・レイン』大崎梢／ポプラ社 

『リラの花咲くけものみち』藤岡陽子／光文社 

 

読書サークル・小平β  
 
ともすると、経験からの思い込みや先入観に縛

られ、見たくないものを避け、いろいろなことへ

の興味も薄れていきがちです。放っておくと、知

識や発想が貧しくなり、生きる気力まで萎えてし

まうのではないでしょうか。一方で、貧富の拡大

をはじめ、資本主義や民主主義の限界、科学・技

術の革新、紛争や戦争等々、私たちが知るべき、

興味深い事柄は山積しています。こうした多様な

テーマについて、世代や性別を超えて知見を共有

できる、楽しい読書会でありたいと願っています。

現在は以下の原則で、毎回 10 名程度で活動して

います。女性の参加者も数名おられます。ぜひお

気軽にご参加ください。 （世話人・加本実） 

【開催日時】２か月に１回、第３日曜日 

午後２時～４時３０分 

【場所】小平市中央図書館３階 視聴覚室 

【課題本】参加者の推薦本をみなで検討し、次回 

あるいは次々回の課題本を決定していく。本の

種類は新書・文庫とし、1,500円以内の本、2021

年以降発行が望ましい。 

【進行係】本の推薦者とは別の人を、毎回選ぶ。 

※しばらくは、以上の形で行い、継続するなかで

改善していきます。 

― 2025年 5月～11月の課題本 ― 

■第 18回 5月 25日(日) ＜9名参加＞ 

佐野晋平『教育投資の経済学』日経文庫 

（2024.1.25） 

■第 19回 7月 27日(日) ＜13名参加＞ 

村井 純『インターネット文明』岩波新書 

（2024.9.24） 

■第 20回 9月 21日(日) ＜13名参加＞ 

堀 潤『災害とデマ』集英社新書（2025.2.7） 

■第 21回 11月 16日(日) ＜予定＞ 

戸谷洋志『詭弁と論破』朝日新書（2025.4.11） 

図書館について学ぶ会・ハンディ

キャップサービス学習会 

 

学ぶ会では子ども文庫連協と情報交換をした

際に話題となった、所沢市立松井小学校図書館を

見学してきました。令和 6年に開校 150年を迎え

た小学校ですが、この地域に図書館が欲しいとい

う市民の要望もあり、平成 17 年の校舎建替にあ

たり、地域に開放された学校図書館として開館。

建物が広々としていて、蔵書数は一般的な学校図

書館より格段に多い２万７千冊ほど。子どもが本

を手に取りやすいように、様々なコーナーが工夫

され魅力的な本棚でした。学校司書１名と図書館

職員６名が交代で勤務。学校司書さんは元校長先

生でいらして、子どもと本に接している時間がと

にかく楽しいと話されていました。赤ちゃんを

抱っこしたお父さんの姿もあり、地域の図書館で

あることを改めて実感、公共施設の複合化の一例

として参考になりました。今後のテーマを検討中

です。 （杉本順子） 
 

第 28回 小平図書館友の会 総会 

開催報告 
 

10月 5日(日)13時 30分から 14時 30分、小平

市福祉会館第３集会室にて第 28 回小平図書館友

の会定期総会を行いました。来賓として松本高志

中央図書館長と吉崎明宏館長補佐をお招きしま

した。 

出席者 16名、委任状 57通で会員総数 109名の

過半数を満たしましたので総会は成立しました。

議長には森恵利子さんが

立候補され、承認されま

したので議事進行をお願

いしました。議案１～５

までの審議を行い、いず

れも賛成多数で可決承認

されたことを報告いたし

ます。 

総会後に行われた懇親会には 14 名の方が残ら

れ、自己紹介やおすすめ本の話題などで楽しみま

した。新しい会員の方が４人いて、図書館が身近

にある幸せやうれしさを語られました。 

（剣持香世） 

第 28 回 

小平図書館友の会総会 


